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   1) The clinical and histological findings were reported statistically on 21 patients with 
renal tumor who were operated or autopsied at the Urological Clinic of Hiroshima University 
Hospital during last 7 years (1955-1961), and in this period there were 36 outpatients of 
renal tumor of clinical diagnosis. 
   2) Incidence - Among 5095 outpatients, 36 cases  (0.71% were renal tumor) and this is 
relatively high incidence 
   3) Histological classification - Ten cases of Grawitz's tumor,9 cases of papillary cancer of 
the renal pelvis, 2 cases of Wilms' tumor and one case of fibrosarcoma of the renal capsule. 
   4) Occurence of the renal tumor was two times as frequent on the right kidneyas the 
left kidney. 
   5) Age of the patients Between 6 and 74 years old, and 14 cases  (67%) of them were 
in the fifth and sixth decade. Sex incidence was 2.5 (male) and 1 (female). 
   6) Frequency of symptoms at their first visit - Hematuria (both of macroscopic and 
microscopic)  (81%), palpable tumor  (65%) and pain  (52.4%). 
   7) Average in the periods during the onset of first symptom to the first visit - Grawitz's 
tumor (16.5 months), pelvic papillary cancer (25 months), Wilms' tumor (2 months) and 
fibrosarcoma of renal capsule (8 months). 
   8) In blood examination anemia was not so remarkable, but leucocytosis and 
accelerated sedimentation rate of erythrocytes were found, and some of them, showed remit-
tent fever. 
   9) Renal function test (PSP, indigo carmine test and water test) - In most of them 
renal function was slightly decreased, but some of them were normal. 
   10) In X-ray findings, Grawitz's tumor revealed compression and deformity of renal 
pelvis and pyramid, and pelvic papillary cancer revealed total or partial defect, stricture,
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deformity and compression of the renal pelvis. 
   11) Pulmonary metastases were found in 4 cases of Grawitz's tumor, 3 cases of pelvic 
papillary cancer and one case of Wilms' tumor, and in  Grawitz's tumor, metastasis to stim-
band, in pelvic papillary cancer, metastasis to the liver, urinary bladder, ureter and wall of 
aorta,were found. In one case of pelvic papillary carcinoma, bladder carcinoma was associ-
ated. 
   12) Treatment - 14 cases of nephrectomy, one case of explorative laparatomy, and most of 
renal tumor were treated with X-ray and Tele  Coo irradiation and chemotherapy pre- and 
post-operatively. Weight of surgically removed kidiney ranged 117 to 940 gm. 
   13) Suvival rate of Grawitz's tumors was over 2 years  (86%), over 3 years (43%), 
and in papillary cancers of the pelvis over 2 years  (60%), over 3 years (40%). 
   14) Prognosis seems not to depend upon the size of tumor but its malignancy and 
extent of metastasis. 
   15) As to treatment, thymus extract was remarkably effective on 2 cases of pulmonary 
metastasis of Grawitz's tumor. 
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わ らず,そ の分類には未だ未解決の多くの問題 が あ
り,統一された形式と云うものが定まっておらず,報
告 者 に よっ て各 々独 自の 分類 が な され てい る.然 しそ
の 分類 に 大体 二 っ の 形 が 採用 され て い る様 で あ る.そ
の一 っ は 主 と して 組織 像 を基 礎 と し たAllenZ),Ric-
hes3)等の 分類 で あ る.今 一 っ はDeming4),Foot5,等
の主 と して組 織発 生 学 的 分類 で あ る.こ の二 大 別で 最
も著 しい 混乱 を示 して い る のが 柿 崎6)等の云 う如 く成
人 に お け る悪 性 腎実 質 腫 瘍 の 分 類 で,こ れ らに は いわ
ゆ るGrawitz腫瘍,副 腎 腫,類 副 腎 腫,腺 癌,腎 細
胞 癌等 が 含 まれ てお り,そ れ らの術 語 の 内容 と分 類上
の 位 置は 人 に よ り異 なっ て お り,従 っ て病 理 発 生 の未
解 決 と名 称 の 混乱 を さけ る上 に,上 記 前 者 の組 織 像を
基 礎 に した 形態 学 的 分 類 に 従 っ た.わ れ わ れ の経 験例
21例の内,腎実 質 腫 瘍 は12例で,そ の 内10例がGrawitz
腫 瘍 で,残 り2例 がWilms腫 瘍 で あ る .Grawitz
腫 瘍 はGrawitz型腎臓 癌7)と も云 われ,定 型 と異 型
が あ る のは 衆知 の如 くで あ り,異 型 例 にっ い て も既 に
報 告8)があ るが,此 処 で は詳 述 を さけ る ,腎 孟 腫瘍 は
8例 で全 て乳 頭状 癌 で あ る .腎 被膜 腫 瘍 と しては1例
の線 維 肉腫9)がみ られ た .全 体 と して 最 も 多 い の が
Grawitz腫瘍 で10例,47.6%を占 め,次 い で乳 頭 状癌
8例,38.1%,Wilms腫瘍2例 ,9.5%,線維 肉 腫1
例,4.8%で あ る.Grawitz腫瘍 は,本 邦 で は佐 谷10}
43・3%・赤 坂1P53.7%,太 藤12)13)48。3%,柿崎61
%足 立14)59.5%,岡元15)36.4%等の報 告 が あ る ,
腎 孟 腫 瘍 にっ い ては,上 記 各 報 告者 が ほぼ20%ま でを
示 して い るのに 対 し,自 験例 で は か な り高 率 で あ る .
大 体 腎 実 質腫 瘍 に 比 して腎 孟 腫 瘍 は は るか に 少 ない と
云わ れ ・Luck616)&Schlumberger,Richeset
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a1.17}等の統 計 で も10%内外 と云 う.し か し欧米 で も
最近Ratner18),0℃ornor19)等が 腎 孟腫 瘍 の 増 加傾 向
のあ るこ とを伝 え て い る.次 いでWilms腫 瘍 が2例
(g.5%)であ るが,こ れ は赤 坂6.8%,佐谷17.5%,
太藤12.8%,柿崎17.4%等の ほぼ 中 間 に位 置す る.最
近 の欧米 の文 献 で もFlocks&Kadeskyzo)等の353
例 の腎悪 性腫 瘍 中Wilms腫瘍31例(8,8%)と云 う,
時に両 側性 の 事 が あ りCampbellzi),Sheachzz),












































































験 例 で も1例 もな かっ た.最 近Philipeta1.25)が両
側 性 腎 孟乳 頭状 癌 の1例 を,又Tompsoneta1.26)
も同様 な1例 を 報 告 して い る.






組 織 学 的診 断
Grawitz腫 瘍
Wilms腫 瘍
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る し く 多 い 結 果 を 得 た.従 来 の 報 告 例 で はRicheset
a1.は上 部 尿 路 腫 瘍 の 男 女 比21,Melicowa7)2.5:
1,priestleyas)7:3,Barretetetal.29〕2:1,又国 内 文 献
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乳 頭 状 癌
















































1等 の報 告 が あ る.50～60才代 に圧 倒 的 に 多い の も諸
家 の報告 と大 略一 致す る.































表5の如 く血尿(顕 微鏡的,肉 眼的血尿)が やはり
最も多く17例に,腎腫瘤13例,腰部腎部疹痛併せて11












表5初 診 時 主 要 症 状
一 評 く

































腎 被 膜 線 維 肉 腫 1 0 1 0 1 1 1 0 0




す る。又症 状発 現 まで の期 間 に つ いて は,柿 崎 は 腺 癌
28例平 均14.3ヵ月,Wiims腫 瘍8例4.7ヵ月,腎 孟腫
瘍8例12ヵ月,Royce30)等は全 体 平 均15.5カ月 と 云
う.自験 例 ではGrawitz腫瘍 で は最 長6力 年 か ら10
日まで の間 で平 均16.5ヵ月,腎 孟 乳 頭 状 癌 では10ヵ年
か ら1ヵ 月前 まで 平 均25ヵ月,Wilms腫 瘍で は2例




















































腎 孟 乳 頭 状 癌
























































































































































































































併 してお り・剖検にて腸 腸聞膜,腹 膜 リンパ節に
転移著明であった.
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胸 腺 製 剤







































































































腫瘍 と診断 されたのは36例で,そ の内入院 して
手術療法その他を受けた もの及び剖 検 された21
例について,臨 床 的組 織学的な統計的観察を行
なつた.
2)頻度は この間 の泌 尿器科外来患者総数5,095
人 に対 し36人(0.71%)でかな り高率 である.
3)その内組織学的分類 を行 なつた21例の内,
最 も多いのは云わ ゆ るGrawitz腫 瘍10例,
次いで腎孟 乳頭状癌8例,Wilms腫 瘍2例,
腎被膜線維 肉腫1例 であつた.
4)患側は左右差 あ り,左:右 の比は1;2で
右側にかな り多かつた.
5)年令 は6～74才 まで で50～60才代 に圧倒的
に多い.又 性別 では男子:女 子 の比は2.5:1
でかな り男 子に高率 であつ た.
6)主要症状で最 も多 いのは血尿(肉 眼的顕微
鏡 的血尿)81%で,次 いで腎腫65%,腎 部疹痛
及び腰痛52.4%,その他で あつ た.
7)症状発現 よ り来院 までの期間 はGrawitz
腫瘍 で平均16.5ヵ月,腎 孟乳頭状癌 では平均25
ヵ月,Wilms腫 瘍2ヵ 月,被 膜線維 肉腫8ヵ
月 となつている.
8)血液所見で高度貧血は少 なかつ たが,か な
りの例 に白血球増多がみ られ,又 血沈値 の非常
に高い ものもか な りみ られ た.又 かな りの例に
敗血症 様の弛張熱 のみ られ たものが あつた.
9)腎機能(PSP,NPN,青排泄試験,水 試験)
では大部分低下が認 め られ たが,正 常値 を示す
もの もかな りあつた.
10)レ線所 見ではGrawitz腫瘍 で腎孟腎杯の
圧迫像及び不整像が多 くみ られ,又 腎孟乳頭状
癌では腎孟 像全 欠,一 部欠,狭 窄,不 整,圧 迫
像の順に多かつた.
11)21例中,転 移 のみ られ たものはGrawitz
腫瘍で肺転移4例,声 帯転移1例,又 腎孟乳頭
状癌では肺転移3例 の他肝,膀 胱,尿 管,大 動
脈壁転移が・又Wilms腫 瘍1例 に肺転移が認




例で,腎 捌14例中X線 深 部 治療,Tele60Co
照射を8例 に併用又10例に抗癌 剤を併用 した.
別腎の大 きさは1179～9409であつ た.






14)患者 の予後は腫瘍 の大 きさと必 らず しも一
致せず,や は り悪性度と転移が問題 と 思 わ れ
る,
15)なお治療において,胸 腺 製 剤 を2例 の
Grawitz腫瘍の肺転移例 に用 いて著 しい効果 を
得た.
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